
食 と 農 の 振 興 費



決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

292 農 業 総 務 費 1,767,636 1,671,654 【農業・農村の活性化に関する参考指標】

食 と 農 の 振 興 部 国 167,517 (令和２年２月１日現在) (令和２年７月15日現在) (令和元年)

企 画 管 理 室 諸 837 農 総 農 家 数 21,950戸 耕 地 面 積 20,000ha 産 出 額 40,300百万円

豊 か な 食 と 起 96,100 家 販売農家数 10,616戸 田 14,100ha 農 米 11,000百万円

農 の 振 興 課 ㊀ 1,407,200 数 経 専 業 2,721戸 耕 普 通 畑 2,420ha 業 野 菜 10,400百万円
営

農 業 水 産 振 興 課 ・ 体 兼 業 7,961戸 地 樹 園 地 3,420ha 産 そ の 他 18,900百万円

農 業 経 済 課 農 面 牧 草 地 37ha 出
農業就業人口 25,073人 生産農業所得 13,500百万円

担 い 手 ・ 農 地 家 積 水 田 率 70.5％ 額

マ ネ ジ メ ン ト 課 人 １ 戸 当 た り 等
農 家 率 3.65％ 0.91ha 生産農業所得率 33.5％

口 耕 地 面 積

「2020農林業センサス」 「耕地面積統計調査」 「生産農業所得統計」

農業・農地・農村・食と農の振興［「令和２年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 担い手の経営基盤強化支援

事 業 名 金 額 内 容

ＮＡＦＩＣを核とした
千円

ＮＡＦＩＣ（なら食と農の魅力創造国際大学校）周辺の賑わいづくりを
160,264

賑 わ い づく り 事 業 推進するため、ＮＡＦＩＣ附属セミナーハウスの新築工事に着工

292 豊かな食と農の振興費 205,379 132,340 ２ 奈良の美味しい「食」の創造と発信 83,163千円

豊 か な 食 と 国 84,665
事 業 名 金 額 内 容

農 の 振 興 課 手 20

諸 919
千円

奈良の「食」の魅力を高め、県産食材の活用や食のネットワークの拡充

㊀ 46,736 を推進し、美味しい「奈良の食」を発信
奈良フードフェス

5,850 県産食材を使用した料理動画の配信
ティバル開催事業

ラジオ番組、料理雑誌による発信

カレーキャラバンを通した県産食材の活用とＰＲ

農業の６次産業化による高付加価値化を推進

６次産業化サポートセンターを設置し、専門家派遣による相談対応や

農業の６次産業化 研修会の開催などにより農林漁業者等の６次産業化を支援
6,251

支 援 事 業 成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度

６次産業化・地産地消法に基づく総合化事

業計画認定累計数（件） 58 58 58



ＪＲ奈良駅構内に設置した、奈良の農と林と食に関するアンテナショップ

「奈良のうまいものプラザ」の運営及びホームページでの情報発信
ＪＲ奈良駅における

3,376 奈良の農・林・食をＰＲするイベントの開催
農と林と食のＰＲ事業

成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度

奈良のうまいものプラザ来場者数（名） 81,754 82,126 64,313

県と協定を結んだ農産物直売所「地の味 土の香」（合計37店舗）のＰ

Ｒ、残留農薬検査、専門家派遣、研修会の実施等
農産物直売所支援事業 299

成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度

協定農産物直売所販売額（百万円） 8,119 8,107 8,552

輸出バイヤー招聘商談会の開催、米国小売店での柿販売プロモーション

の実施により、県産農産品等の海外への販路開拓を支援
奈良の農産品海外

5,018 成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度
販 路 開 拓 事 業

バイヤー招聘商談会後の商談継続割合

（％） － 50 70

首都圏における知事トップセールスや奈良まほろば館でのプロモーショ

ン、生産者向け研修会の実施などにより、首都圏への販路開拓を推進
首都圏での大和野菜等

1,801 成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度
販 路 開 拓 事 業

首都圏で大和野菜を取扱う仲卸業者数

（社） 19 21 22

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けて、県内飲食事業者が行う
飲食店等テイクアウト

58,941 テイクアウト・デリバリーの導入等に要する経費に対し補助
・デリバリー支援事業

申請件数 679件

食品ロス削減を推進するため、フォーラムを開催

奈良県食品ロス削減推進フォーラム 令和２年10月30日
食 品 ロ ス 削 減

1,627 成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度
推 進 事 業

食品ロス問題を「よく知っている」人の

割合（％） － 37.4 36.0



決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

294 農 産 物 振 興 費 1,131,464 532,280 地域経済活性化［「令和２年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(農 業 水 産 振 興 課) 国 403,534
事 業 名 金 額 内 容

手 5,649

財 1,515
千円

薬用作物生産振興の促進

繰 30,329 ヤマトトウキの管理・収穫作業等の省力化につながる機械の導入及び
漢方のメッカ推進

諸 62,128 作業委託に対し補助
プ ロ ジ ェクト 事業

㊀ 29,125 865 補助先 奈良五條産直組合、パンドラファーム
（ 薬 用 作 物 の

ヒロハセネガ及びシャクヤクについて、研究開発された栽培技術の展
生 産 流 通 振 興 ）

示圃設置 ３カ所

生産者情報交流会の開催 参加者数 21名

農業・農地・農村・食と農の振興［「令和２年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ チャレンジ品目等の生産拡大及びリーディング品目等のブランド化 214,711千円

事 業 名 金 額 内 容

千円
ダリア産地活性化事業

ウイルスフリー苗生産技術導入に向けた現地試験 １カ所

植付から出荷まで実習方式での研修の実施 現地研修圃 ３カ所

大和野菜収益向上対策事業

アンケート調査を実施し、大和野菜の現状把握と生産者の意見を集約

花木産地振興事業
チ ャ レ ン ジ 品 目

1,750 老木化が進むハナモモの新苗への植え替え 635本
支 援 事 業

新規品目（アメリカシモツケテマリ）の導入検討・試作

新規需要花木導入に関する研修の実施 参加者数 ８名

新規９品目の栽培マニュアル作成

イチジク東京出荷推進事業

首都圏への出荷 約1.5ｔ

出荷前進化対策実証圃の設置 ４カ所



高級大和茶生産販売促進事業

放棄茶園整備と輸出に向けた残留農薬分析に対し補助

放棄茶園整備面積 57ａ（２組合 ４カ所）

秋番茶の残留農薬分析 14件（８法人、２組合）

新系統イチゴの産地定着促進事業

新品種「珠姫」の栽培マニュアルを作成

リーディング品目 収量向上のための調査 ３カ所
3,940

支 援 事 業 キク産地生産革新支援事業

マイクロマムの収穫期間拡大のための電照設備の実証圃設置 １カ所

高温による出荷遅延対策のための遮光資材等の現地試験 ２カ所

次世代に継承できる柿産地振興事業

高品質果実生産のため、「縮伐・せん定隊」による縮伐・せん定見本

園の設置に対し補助

補助先 奈良県果樹研究会

イチゴの高設栽培資材等の導入及び環境制御システム等のリース導入に

対し補助
奈 良 県 産 地

61,882 補助先 生産者６名
パ ワ ー アッ プ 事業

茶のコンテナ式乗用型摘採機のリース導入に対し補助

補助先 （株）Ｃｈａ茶Ｆａｍｉｌｙ

品質による県産農畜水産物のブランド認証制度を推進
奈良県農畜水産物

895 新規認証基準（二十世紀梨）設定と生産団体の認証
ブランド認証推進事業

サンプル等を使用した首都圏ＰＲおよび販路開拓

首都圏・海外販路拡大に向け、品質向上・競争力向上につながる国際水

準ＧＡＰ（農業生産工程管理）の取組を推進
奈良県ＧＡＰ取組・

1,531 個別指導や研修会による農業者へのＧＡＰ指導
認証拡大推進事業

ＧＡＰ指導農業者数 229名

農業教育機関における認証取得 認証取得 ３校



決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 大和野菜の生産・流通・加工・販売を連結する縦型事業協同組合モデル

の実証
大 和 野 菜 増 産

1,678 実証ほ場（宇陀市、ハウス12棟、合計約17ａ）
モ デ ル 事 業

販売実績 こまつな等 令和２年４月～令和３年３月

出荷量 3,667kg 平均単価 413円/kg

ハウス本体への補強や融雪装置の導入など既存ハウスの被害防止対策に

農 業 用 ハ ウ ス 対し補助
740

強 靱 化 対 策 事 業 補助先 ７農家 対象面積 33ａ

農業用ハウスの被害防止技術講習会の開催 ２回

ＩＣＴ技術を活用したスマート農業を実践できる普及指導員の育成

スマート農業研修会 ２回

次世代スマート農業 次世代営農技術体系モデルの構築に向けた取組に対し補助
3,500

普 及 推 進 事 業 スマート農業モデル ２モデル

補 助 先 奈良市（イチゴ）、五條市（水稲）

対象面積 33ａ

県特産品である柿の規格外果実を活用した奈良県独自の特産品を開発・

柿の酒粕を用いた 商品化
2,584

特産品開発推進事業 柿の酒粕製造方法及び試作品の官能評価に関する研究を実施

委託先 近畿大学

新型コロナウイルス感染症により増大した国産農産物の需要に対応する

ために必要な施設整備に対し補助

製茶製造ラインの整備及び施設の増築

補助先 月ヶ瀬健康茶園（株）
国産農畜産物供給力

136,211 タマネギ・ニンジンの加工原料集出荷貯蔵庫及び野菜下処理加工場の
強 靱 化 対 策 事 業

整備

補助先 （株）パンドラファームグループ

キクラゲ栽培ハウスの整備

補助先 （株）エー・ジー・エフ・ホールディングス



２ 鳥獣被害対策の推進 221,765千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 新規わな猟免許取得者を対象としたわな猟の実践研修
若手狩猟者確保・

360 開催日 令和２年10月～令和３年１月（３回）
ジビエ供給促進事業

場 所 宇陀市 参加者数 34名

被害防止計画に基づき市町村及び協議会が実施する鳥獣被害防止対策の

取組に対して支援

被害防除の研修、捕獲活動、緩衝帯整備、捕獲を含めたサルの複合対

策等
鳥獣被害防止対策事業 187,651

被害防止計画策定市町村数 31市町村

有害捕獲頭数（イノシシ、ニホンジカ ほか） 9,284頭

成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度

農業被害面積（ha） 231 187 174

銃猟規制区域でのイノシシ等による農林業被害対策

捕獲檻等の設置 ６市町村 捕獲檻 ９基 防護柵 2,114ｍ

シカ、イノシシ、カラス等の農林業被害対策

鳥獣被害防除事業 6,334 銃による駆除 11市町村

林業関係者、市町村等と連携し、広域的かつ計画的なニホンジカの捕獲

を実施

場所 五條市

森林植生保全

第二種特定鳥獣管理計画で設定しているニホンジカの適正生息数に誘

導するための施策を推進

成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度

ニホンジカ捕獲数（頭） 8,971 9,416 9,770

森林生態系保全事業 効率的捕獲技術導入推進
27,420

[一部森林環境保全] 県内有害鳥獣捕獲従事者を対象に、効率的なわなの取扱いと設置技術

を習得するための研修会を開催

開催日 令和２年11月10日（奈良県農業研究開発センター）

令和３年１月21日（奈良県農業研究開発センター）

成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度

研修会参加者数（名） 80 31 53



決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

296 担い手・農地マネジ 407,799 151,242 ３ 担い手への支援 140,596千円

メ ン ト 推 進 費 国 20,087
事 業 名 金 額 内 容

担 い 手 ・ 農 地 諸 118,304

マ ネ ジ メ ン ト 課 ㊀ 12,851 千円 農業経営に意欲ある担い手を対象に、農業発展のステージに応じた支援

前年度繰越分 前年度繰越分 を実施

92,348 0 成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度

当該年度分 当該年度分 奈良の意欲ある担い手 農業法人数（法人） 123 129 131
923

315,451 151,242 支 援 事 業 法人化等により高度な経営を目指す認定農業者や集落営農組織を対象と

翌年度へ繰越 した経営レベルの向上に必要な支援を実施

64,516 成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度

集落営農数（集落） 61 61 67

新規就農希望者に対し、就農に向けた事前研修及び農家受入による実践

農 業 新 規 参 入 者 研修を実施
2,495

支 援 事 業 成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度

新規就農者数（名） 52 46 35

今後の農地の集約化等、地域の将来方針を定めた「実質化された人・農

地プラン」の策定を行う市町村に対し補助

成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度
地 域 農 業 担 い 手

3,911 「実質化された人・農地プラン」作成地区
確 保 支 援 事 業

数（地区） － 35 204

農業者の経営課題を解決するため、専門家を派遣

農業経営の法人化や集落営農の組織化に対し補助

新規就農者等の就農意欲を喚起するとともに、就農後の定着を図るため、
新規就農者確保事業 110,401

新規就農者等に対し資金を交付

女性が主力となる農業経営体を増やすため、次世代の女性農業者の育成

ＮＡＲＡ女性農業者 や起業活動への支援を実施
875

育 成 事 業 成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度

家族経営協定締結数（件） 217 224 226



地域の中心経営体等が行う農業用施設整備・機械の導入等に対し補助

経営体育成支援事業 10,691 成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度

補助対象件数（件） 3 4 2

農地中間管理機構を介する耕作放棄地を再生利用し、水田の畑作化等の

高収益作物の生産に要する費用に対し補助
なら農地有効活用

961 成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度
推 進 事 業

再生整備面積のうち高収益野菜への作付け

率（％） 100 100 100

新規就農者や農業参入企業が農業用機械、施設等をリース方式により導

なら農業参入コスト等 入するための経費に対し補助
10,339

低 減 リ ー ス 事 業 成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度

補助対象件数（件） 5 5 4

４ 農業金融資金の貸付 194千円

貸 付 資 金 名 新規貸付件数 新規貸付金額 利子補給額
件 千円 千円

農 業 近 代 化 資 金 等 0 0 185

農 業 経 営 負 担 軽 減 支 援 資 金 0 0 9

農 業 経 営 改 善 促 進 資 金
0 0 0

( ス ー パ ー Ｓ 資 金 )

農 福 連 携 資 金 0 0 0

0 0 194

合 計
成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度

農業法人数（法人） 123 129 131

298 な ら 食 と 農 の 魅 力 397,622 368,358 ５ なら食と農の魅力創造国際大学校の運営

創 造 国 際 大 学 校 費 国 1,800
事 業 名 金 額 内 容

豊 か な 食 と 使 19,333

農 の 振 興 課 手 6,195 千円 大学校（フードクリエイティブ学科・アグリマネジメント学科）の運営
なら食と農の魅力創造

財 5,218 197,663 学生募集、オープンキャンパス、入学考査、学校行事の実施
国際大学校運営事業

諸 6,478 実践オーベルジュ棟の管理運営（指定管理）

㊀ 329,334



決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

298 農業研究開発センター費 627,212 598,708 ６ 農業研究開発センターにおける研究開発の高度化 26,266千円

(農 業 水 産 振 興 課) 国 4,852
事 業 名 金 額 内 容

使 350

手 132 千円 第２期奈良県農業研究開発中期運営方針に基づく高度化研究の実施

財 6,980 薬用作物の安定供給

諸 14,043 遺伝子指標等を用いてトウキの抽苔（開花）しにくい系統を選抜

起 1,500 トウキ根の高品質生産のための栽培条件を解明

㊀ 570,851 宇陀地域に適した薬草３種の栽培マニュアルを作成

優良品種の育成

百貨店・量販店向けイチゴ品種「奈乃華（なのか）」を品種登録・

出願

８月のお盆時期の出荷向け小ギク等キク品種の有望系統を選抜

ジーンバンクの運営（種子収集・保存 ８種、発芽率調査 258種）

加工商品の開発と加工技術の研究

柿葉の後発酵茶に適した発酵条件、葉の収穫時期を解明

渋柿を原料とする糖蜜漬けの製造技術を改良

高品質化につながる生産技術の開発

農業研究開発センター 輸出需要向け茶の光やフェロモン剤を利用した害虫防除効果を確認
21,337

研 究 開 発 事 業 安定生産技術の開発

メッシュ農業気象情報を用いた開花予測技術の精度を評価

省力化技術の開発

除草機能と農薬散布機能を併せ持つ汎用自動運搬機に改良

環境保全型農業技術の開発

ナスの害虫の土着天敵に対して影響の少ない殺虫剤を検索

国内外の研究者との交流による人材育成

中期研修 １名

ＤＮＡマーカーを用いたトウガラシ育種 交流先 京都大学

研究企画機能充実による情報発信

ＷＥＢによる研究成果発表会 令和３年３月４日

参加者数 55名

知的財産の保護と活用

特許 保有 ４件 （うち許諾１件）

品種 登録（出願含む） 13件 許諾 15件



研究の高度化につながる技術シーズを開発するための研究を実施
シ ー ズ 創 出 型

4,929 パン・素麺向け需要に応じた小麦の高品質安定栽培技術の確立
研 究 開 発 事 業

ハウス柿の収穫時期予測法の開発 ほか

300 畜 産 振 興 費 725,571 336,702 畜産・水産業振興［「令和２年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(畜 産 課) 国 232,662 １ 畜産物の生産振興 28,559千円

分 84
事 業 名 金 額 内 容

手 4,017

財 477 千円 大和牛の品質向上のため、優良血統の子牛導入に対し補助
大 和 牛 品 質 向 上

諸 982 6,000 成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度
支 援 事 業

㊀ 98,480 大和牛生産額（百万円） 582 535 456

前年度繰越分 前年度繰越分

110,000 76,083 み つ え 高 原 牧 場 みつえ高原牧場での畜産団地等の整備に向け、飼育に必要な水の量の調
13,070

当該年度分 当該年度分 活 用 検 討 事 業 査等を実施

615,571 260,619

翌年度へ繰越 ＣＳＦ（豚熱）対策 ＣＳＦ（豚熱）の本県への侵入・拡散を防止するため、野生いのししの
9,489

40,000 強 化 事 業 捕獲・検査等を実施

302 食肉センター事業費 348,930 348,478 ２ 食肉センター事業

(畜 産 課) [㊀ 348,478]
事 業 名 金 額 内 容

千円 センター管理運営費に対し補助
（公財）奈良県食肉

348,478 成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度
公 社 運 営 助 成

と畜処理頭数（豚換算）（頭） 20,272 21,475 21,973

302 畜産技術センター費 207,142 204,704 ３ 技術開発の推進

(畜 産 課) 分 312
事 業 名 金 額 内 容

使 4,484

手 1,801 次 世 代 大 和 肉 鶏 千円 新たに造成された次世代大和肉鶏のひなの生産・維持技術確立のための
1,050

財 9,731 流 通 推 進 事 業 育成試験を実施

諸 20

㊀ 188,356



決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

306 土 地 改 良 事 業 費 1,872,106 1,366,724 農業・農地・農村・食と農の振興［「令和２年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(農 村 振 興 課) 国 710,398 １ 土地改良事業（県営事業）（県営ほ場整備事業） 180,823千円

分 140,219
地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

負 39,977
千円

財 2,154 北 村 奈 良 市 113,486 測量業務、実施設計業務、換地業務、区画整理工

繰 6,216

越 66,035 百 済 川 向 広 陵 町 31,689 測量業務、実施設計業務、換地業務

諸 2,963

起 214,600 丹 原 五 條 市 35,648 測量業務、実施設計業務、換地業務

㊀ 184,162

前年度繰越分 前年度繰越分 ２ 土地改良事業（県営事業）（県営畑地帯総合整備事業） 256,437千円

392,447 382,689
地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

当該年度分 当該年度分
千円

1,479,659 984,035 湯 塩 五 條 市 108,533 水路工、用地補償

翌年度へ繰越

309,356 大和高原南部 桜井市・宇陀市 147,904 測量業務、実施設計業務、水路付帯施設工

３ 土地改良事業（県営事業）（基幹水利施設ストックマネジメント事業）

地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

大 和 郡 山 市 千円

白 川 70,619 管理機器更新等
天 理 市

４ 土地改良事業（県営事業）（県営農地環境整備事業） 72,393千円

地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容
千円

曽 爾 曽 爾 村 55,536 測量業務、区間整理工

明 日 香 明 日 香 村 16,857 換地業務

５ 農村資源を活用したにぎわい創出

事 業 名 金 額 内 容

千円 農村景観や農産物など魅力ある地域資源を活かした農村地域の活性化を
農村資源を活用した

1,993 図るため、都市農村交流など地域が参画した活動を推進
地 域 づ く り 事 業

奈良県農村地域づくり協議会加入団体への支援



６ 団体営土地改良補助事業 329,162千円

事 業 名 金 額 事 業 主 体 内 容

千円 基盤整備促進事業
奈 良 市

機能診断 ６カ所 用排水施設 １カ所
69,968 外８市町村

農作業道 ４カ所 末端畑地かんがい施設 ３カ所
・ 改 良 区

土 地 改 良 事 業 点検 ５カ所 暗渠排水施設 １カ所

（ 団 体 営 事 業 ）

宇 陀 市 農業水利施設整備・診断事業

235,859 外 ８ 市 町 井堰 ２カ所 管理機器 １カ所

・ 改 良 区 水路 ２カ所 機能診断 ５カ所

県単独農業農村整備事業
農業生産基盤整備 奈 良 市

23,335 農道整備 ３カ所 用排水路 ３カ所
関 連 単 独 事 業 外 ４ 町 村

農道橋点検 ３カ所

７ 土地改良事業（団体営事業）（基幹水利施設管理事業） 44,968千円

地 区 名 事 業 主 体 金 額 事 業 内 容

千円

大和高原北部 山 添 村 23,156 上津ダム、上津揚水機場、送水路、吐水槽の管理

五 條 市 一の木ダム、一の木揚水機場、ファームポンド、送水路の
五 條 吉 野 21,812

下 市 町 管理

８ 国営農業水利事業費等負担金等 164,047千円

事 業 内 容 金 額

千円

国営農業水利管理事業費負担金 27,780

十津川・紀の川２期地区農業水利事業費（国営農業用水再編対策事業償還金）
102,934

事業完了に伴う地元負担金の償還等

国営施設応急対策事業費負担金 33,333



決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

306 農 道 整 備 事 業 費 322,891 232,533 ９ 農道整備事業（一般農道整備事業） 232,533千円

(農 村 振 興 課) 国 107,015
地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

負 15,590

越 20,427 千円 測量・調査
30年度 元年度 ２年度

起 88,600 西 吉 野 賀 北 五條市 154ha 45,195 用地買収 進捗率（％）
70 71 72

㊀ 901 工事

前年度繰越分 前年度繰越分

128,595 128,593 測量・調査
30年度 元年度 ２年度

当該年度分 当該年度分 大 野 向 渕 宇陀市 203ha 187,338 用地買収 進捗率（％）
70 76 81

194,296 103,940 工事

翌年度へ繰越

89,428

308 農 地 防 災 事 業 費 2,265,315 1,413,784 10 農地防災事業 1,392,811千円

(農 村 振 興 課) 国 1,284,418
事 業 名 実 施 地 域 金 額 内 容

分 2,331

負 15,940 千円 県営ため池整備事業
生 駒 市

越 8,229 農 地 防 災 事 業 高山地区 測量設計、水路工
 城 市 166,193

起 78,500 （ 県 営 事 業 ） 葛城山麓地区 測量設計、堤体工
斑 鳩 町

㊀ 24,366 桜池地区 測量設計

前年度繰越分 前年度繰越分

778,493 772,628 ため池防災対策調査計画事業
農 地 防 災 事 業 奈 良 市

当該年度分 当該年度分 1,226,618 ため池の点検調査、耐震調査及びハザードマップ作成等
（ 団 体 営 事 業 ） 外 2 3 市町

1,486,822 641,156 を行う市町村に対し補助

翌年度へ繰越

813,843



310 農 地 等 調 整 費 1,043,574 878,318 11 農地の有効活用 499,255千円

担 い 手 ・ 農 地 国 544,206
事 業 名 金 額 内 容

マ ネ ジ メ ン ト 課 使 444

農 村 振 興 課 財 2 千円 集落協定に基づき５年間以上継続して農業生産活動を行う農業者に対し

繰 22,526 中 山 間 地 域 等 国の制度と連動し、交付金を交付
237,348

越 2,797 直 接 支 払 事 業 成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度

諸 1,213 集落協定及び個別協定数（件） 309 309 288

㊀ 307,130

前年度繰越分 前年度繰越分 農地及び農業用施設の保全管理活動や多面的機能の維持管理のための取

8,391 8,391 組等を地域ぐるみで行う活動組織に対し、国の制度と連動し、交付金を

当該年度分 当該年度分 交付
多面的機能支払事業 261,907

1,035,183 869,927 成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度

翌年度へ繰越 資源向上支払（長寿命化）取組組織数

65,250 （組織） 158 153 160

12 地籍調査事業

事 業 名 金 額 内 容

千円 地籍調査を行う市町村に対し補助

地 籍 調 査 事 業 252,698 成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度

地籍調査事業量（k㎡） 6.05 7.58 6.28

13 農地中間管理事業

事 業 名 金 額 内 容

千円 担い手への農地の集積を推進するため、（公財）なら担い手・農地サポ
農地マネジメント

ートセンターによる農地の出し手・受け手のマッチングを支援
推 進 事 業 65,919

成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度
[一部農地中間管理]

担い手等への農地の集積面積（ha） 97 92 133



決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

310 内 水 面 漁 業 振 興 費 30,660 29,890 畜産・水産業振興［「令和２年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(農 業 水 産 振 興 課) 国 564
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 29,326

千円 健全なあゆやふなの繁殖につながる放流に対し補助

成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度

健全あゆ種苗放流組合の漁獲量（ｔ） 38 43 34

釣り人や県民とともに行うあまごの卵の放流や産卵場造成等の取組に対

し補助

水産業活性化推進事業 5,405 成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度

あまご遊漁者の年券購入率（％） 54 54 55

寄生虫の発生抑制対策の研究・開発に対し補助

成 果 指 標 30年度 元年度 ２年度

１業者あたりの被害額（千円） 45 43 51

外来生物の効果的な駆除方法・被害防除技術を開発


